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古文書
こ も ん じ ょ

とあそぼう！ 

 

 

 

いま私たちが使っているお金の単位は「円」といいますが、江戸時代には今と違った単位の

お金が使われていました。江戸時代のお金のやり取りが書かれた文書から、当時のお金の単

位を探してみましょう！ 

文書の中に、江戸時代に使われていたあるお金の単位が２つ書かれているよ。 

どれかわかるかな？ 

ヒント：数字の近くに書かれているよ！

江戸
え ど

時代
じ だ い

のお金の単位 受け取り証明書編 Part2 

徳川
とくがわ

家が、江戸(今の東京都)を中心に政治
せ い じ

を 

行っていた時代のこと。初代
しょだい

の家康
いえやす

から 15 代

の慶喜
よしのぶ

まで、およそ 260 年間続いたよ。 

「拾
じゅう

」は「十」のことだよ。

この文書の中には数字が 

いくつか書かれているね。 

読めるかな～？ 

江戸時代(1603～1867 年) 
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小
沢
九
郎
兵
衛
殿 

古文書を読んでみよう！ 

文書に書かれた 

お金の単位は… 

「両
りょう

」と「貫
かん

文
もん

」！ 

見つけられたかな？ 
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￥ 

この文書
もんじょ

は、金３５０両をちゃんと受け取りました、という証明書
しょうめいしょ

です。お金を支払
し は ら

ったの

は小沢
お ざ わ

さん、お金を受け取って証明書を書いたのは高瀬
た か せ

さんと久保田
く ぼ た

さんです。 

文書によると、小沢さんは水戸
み と

(今の茨城県
いばらきけん

)にあるお金をつくる場所に関わっている人の

ようです。そこでは明和
め い わ

６(１７６９)年から７年間、１年間あたり１０万貫
まんかん

文
もん

のお金(銭貨
せ ん か

)を

つくることが決められていました。 

さらに、お金をつくって出た利益
り え き

のうち、毎年３５０両ずつを高瀬さんたちがいる

「鋳
ちゅう

銭
せん

定座
じょうざ

」(江戸にあったお金をつくる役所)に納
おさ

めることになっていたようです。この証明

書は、明和６年(丑
うし

の年)分の利益を受け取ったことについて出されたものです。 

「両
りょう

」って何？ 

両は江戸
え ど

時代のお金の単位のひとつで、 

金貨に使われていました。皆さんは「小判
こ ば ん

」

を見たことがありますか？小判１枚＝１両

として人々の間で使われていました。 

でも、１両はすごい大金！１両あれば 

お団子
だ ん ご

が 1000 本も買えました。 

これでは町で買い物をするときに使いづら

いので、人々は小さい額のお金（銭貨
せ ん か

など）

を使って町で買い物をしていました。 

↓江戸時代のお金についてもっと知りたい人はこちら↓ 

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/content/#EarlyModern 

古
文
書 

ま
め
知
識 

古文書の内容を見てみよう！ 

こ
う
見
え
て
も
数
字
で
す 

古
文
書
に
書
か
れ
た
漢
数
字
の

中
に
は
、
私
た
ち
が
い
つ
も
使
っ
て

い
る
も
の
と
は
違
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
「
拾
」
は
「
十
」
、
「
廿
」

は
「
二
十
」
の
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。 

     

 

ほ
か
に
も
「
一
」
「
二
」
「
三
」
を
そ

れ
ぞ
れ
「
壱
」
「
弐
」
「
参
」
と
書
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
大
字
」

(

だ
い
じ)

と
言
い
ま
す
。 

    

こ
こ
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
大
字

が
あ
る
の
で
、
知
り
た
い
人
は
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

↓この古文書が掲載されている貨幣博物館のページはこちら↓ 

https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/komonjo/001003/004/908483_1/html/ 

 

これが小判！ 

キンピカ～ 

江戸時代の小判 

拾 

廿 

 

「
壱
」
は
、
今
の
一
万
円
札
に
も 

使
わ
れ
て
い
る
よ
。 

 
 

探
し
て
み
よ
う
！ 

「貫
かん

文
もん

」って何？ 

貫文も江戸時代のお金の単位のひとつで、

銭貨に使われていました。 

銭貨は１枚＝１文として使われ、１貫文とは

銭貨 1000 枚＝1000 文のことです。 

江戸時代の銭貨 

いつか貨幣博物館に 

ホンモノを見に行こう！ 

https://www.imes.boj.or.jp/cm/history/content/#EarlyModern
https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/komonjo/001003/004/908483_1/html/

